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嚢報 1 大学院修士論文要約

過渡期におけるピオネーノレ組織の

創設とその役割

一 ーネッブJ初期におけるピオネーノレ組織の訓育的役割恥一一

長 江 好 道

翻次

序章問題の所在，方法および対象 第3節ピオネーノレ組織の発展と学校への影欝

第 1章 新緩済政策期におけるピオネーノレ組織の創設の 第3京 ピオネーノレ組織の都府的役割

必然性 第 1節ピオネーノレ組織と集団主義教育

第l主任 新経済政策の本'l'tと教育「体系確立の第一歩 ~2 節 社会主義iiJl¥育論の源泉

第2節青年同隠と社会政治教育 第3節新しい人間，新しい学校の建設者としてのピ

第2意ピオネーノレ組織の創設とその発展過程 オネーノレ組織

第 i節児童運動の新茶とその重要な教脊者たち 結語と今後の課題

積雪2節 ピオネーノレ綴織の創設と児設の解放

!土 じ め

科学的に論究しようとすることにある。

この課題にせまるための三つの分析視fちをあげると，

第一に，政策の尖現過艇における体制と青少年の教育と

青少年の;iJll育に関する問題が，今日わがl認の教育分野 の関連性，第二に，ピオネーノレを核とする子どもが，体

における重要な関心事となっている。社会主義教育学が \Ij~鍛立のためにたてられる教育目標， I課題の検討，第三

単に教育思想として紹介されるにとどまらず，多くの民 に，ピオネーノレ組織の特質と社会主義教育の訓育原理と

三史的教育研究者や実践家によって現実の教育体制の中で 教育の構造における{支援と役割につL、てみた。

積極的に学ばれ，教育実践の中で創造的に摂取されつつ

あ る。<第1章の要旨> 創設の必然性
集団主義教育が，児主主の全面発達をめざす教育理論で

あることが一般に添認されているソビエトでは，ピオネ ピオネーノレ (mWHep)は開拓者の意味でレーニンのこ

ーノレ綴織が子どもの人格形成にかかわる重要な教育形態 とばを借りていうと「然階級社会の意識的建設者，自覚

であるとされているが，われわれがこどもの余同発達を ある社会主義建設者」をめざす少年間の名稀であり，子

うながす教育者ど推進しようとするとき，学校外教脊とし どもの学校外教育の機関である。

てのピオネーノレ組織がもっ教育的意義を深く学ぶ必要が 1ヲ21年からソビエト役会は，溺民経済復興の平和的後

あろう。 設の持期に歩を進めるが，この時期に採られた政策が新

小論では，ソビエトにおける革命直後の資本主義から 経済政策(ネップ〕である。ネップ推進の担い手は，プ

社会主義への過渡期，すなわち，ネップ期において発生 ロレタリアートと農民との向援であって，その核心はプ

したピオネーノレ綴織の創設の必然性とその発換をみるこ ロレタリアートの前衛と広汎な農民との結合である。農

とを通して，集団主義的人間を育てる上でのどオネーノレ 民が圧倒的多数をおめるソビエトは，食糧徴発制を廃止

組織の役割をみることによって，教育，とりわけiiJl¥育を し，食綴税の採用によって，まず、差是業の復興を図り，
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JfJ:・]、業f日iにおける一定の商品iftCt訟を言ij従として，生/)i1

力の間後を図り，軍事1::の必要，考慮，条件などによっ

て視さ定れてきた閣内戦時の暫定的経液体(泌を11-_揚し，

余波力のいi復をiま!ることをど第&とする政策である乙

「資本主義とJl~JÌ主主義との間に一定の過渡Jmのあるこ

とは，烈諭 t疑いを入れない。この過渡期は二つの社会

経済制度の特徴または特性を aつに結合したものとなら

ざるを得ないっこの過波}めまー一.trち絞られたが絶滅さ

れていない資本主義と生まれはしたが，まだ全く ~J~\. 、共

産主義との斗fftの時期とならざるを得ないJ(レーユン)0
このように過渡期=ネップ期においてれち絞られた

が，絶滅されていない資点主義の存在は，当然にも伝部

構造としての人間の意識にも反映し，子どものやに利己

主義.11閑人主義等の資本主義的モラノレをたえず生産する

危険性をはらんでし、る。

ネップの結果 17ラ-17• ネップマンや国外逃亡者，

外国の帝国主義義者などの権力奪還を主意図する勢力が始議

してくる。

一方，子どものおかれている実情はきわめて粒雑であ

り，放任されていて，父母は仕事に追われ，子どもの教

育は彼等の視野外におかれていて，子どもは監督なしに

遊び歩き，家にしーても主導びを知ることのできない彼等

は，衡の議長害警にさらされていた。

さらに，家庭の事情による子どもの退学がめだち，彼

等は生産へ参加させられないまま放たれ，社会主義語教育

の範関から抜きおとされ，ブノレジョア的影響下にあっ

た。

従って，ネップ期における教育・文化の会:人民的な~m

化が社会主義雄設にとって不可欠な課題であったc

ソビエト政権は，労働組合，協同組合などのおとなの

教予言機関の充実はきそj論のこと，青年同日程(コムソモーノレ)

の発換にことさら配慮し，資少年の社会主義教符の発注是

と社会主義建設のそれを一つにみた。

コムソモーノレは，労差是青年の大衆組織てゐるが，党と

直結する組織であり，青少年を社会主義の精神で育成す

る卒業をおこなう機関である。一般に，青少年の任務は

学ぶことであり，知識もモラノレも労働によって点検せよ

というレーニンが提起した教育原理を実践することにあ

る。ピオネーノレ組織は.J二にのベてきた現実の中で， よ

り広汎な青少年を社会主義の精神で教育するための教育

形態として発生したものである。

<第2章の要旨>一発展過程一

ピオネーノレの単一組織ができる以前のロシアにおい

て，とくに階級対立の尖鋭化する汐世紀末から20j肺己の

はじめにかけて，子どもは労働運動や政治的斗争に参加

していた。

1919年になって，レーニンは国民経済復興のイミiiJ欠な

条件として，組織問題に特別の関心を払い. 3 Jjの第s
Ilil党大会でi識の生産力の発展と労働の社会主義義的規律，

j集号すれば，大衆の自主性と創造性が不可分なものとし

て米米の社会主義建設立告である子ともの教育に大きな関

心を寄せている。葉子今年レーニンは「おこ年 I~司箆の任務J と
ポリテプニズム

「綜合技術教育に関する党え脅J'a:かいているが，前者

で. 4寺に青少年の議11'1寄の方途をのべている。
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第3問コムソモーノレ大会は， これにもとづいて「児童

の中での行動に関するテーゼ」を採択し，最初のピオネ

ーノレに関する規約を立案した。つぎに， ピオネーノレ組織

の生みの親であるクノレプスカヤ (H.K. KpyncKaH)が，

その設立について，つぎのようにのべている。 iピオネ

ーノレ運動は，児童の魂に人問の尊厳の自覚をうえつける

ものであるjとのベ，その教育的意義をといている。こ

れらの指導者に君事びかれて， コムソモーノレは「青年たち

が学びながら，自己を組織しながら，斗争しながら……

悶盟の実践活動を組織」するために. 11~14才までの子

どもを対象に，集団的労働の精神，とりわけ人間形成に

かかわる役界線，道徳的性質などの発展のための教育卒

業に着手した。この時期は， ピオネーノレ組織の務芽燃で

あり，園内戦の終結時とネップの採用の持期に対応する。

1922年 5月， ソピニ乙ト政権は児:遂の単一組織の設況に

よって，彼等をフツレジョア・イデオ戸ギーの影響からま

もり，新しい人間の育成に本殿な入れる体;泌をつくりあ

げた。

はじめの頃は，一般にまだ活動の経験に乏しく，七!主主

とf漆越が，体育e的・ 1'1JJ)J的労働に君主点がおかれた。ピオ

ネーノレの笠怒. k札機と活動内容から概説できることは

(1)プロレタリアートの思想，政治教育の普及 12)社会の

関何者としての子どもの自覚を生活現実の中，とりわけ

“遊び"に革命的要素をとり入れることにあった。 活動の

主な欠陥についてのべるならば叫プ口グラムの生活から

の遊断。 12)社会的政治教資の…主基本的課題の欠如。 (3)築聞

主義教育と矛盾ーした私的精神の普及などによって，ボ

イ・スカウト的形態から脱皮できなかったこと。また，

学校とどオネーノレ組織に関していうならば，教育活動が

平行主主主におちし‘り，問者の統合が不十分であった。一

般的に実践.@¥.]"ilにおし、て:理rI命と実践の結合の不十分さが

す子機できる。

後半の23年からは， ピオネーノレ組織と学校との総合，

自助的労働から生産的労働へと教育内容を改訂すること

が提唱されている。 22年 5月から24年7月の第6@]コム

ソモーノレ大会までは創設期または作業形態探索期であ



過渡期におけるピオネーノレ荘l，;訟のf:IJ没とその役)iU

り，労段向nなの強化と組織拡大の時期に対応する。
第6Jヨコムソモーノレ大会で「レーユン記念児童組織に

関するmWlJ制定以後， ピオネーノレ組織の社会的政治教
育を強化し， これまでにおこなってきたピオネーノレ運動

の原別的欠陥の克服にふみきっている。子どもをポリシ

ニ乙ピキ一気質で教官‘し，労働者， コムソモーノレとの給合

を強化し，労働の尊厳と生産的・者二間的労働の中で、教1守

しようとしている。この時期は，未組織児殺が大規般に

組織され， 25年には，児議室組織の大衆化が実現し， ピオ

ネーノレ組織と学校との結合も緊?をになり，子どもの全面

的発達の場が保障されるようになった。

その結果， ピオネーノレは「新しい学校の隣母j とし

て，学校に社会主義の精科1を持ち込み，子どものプロレ

タリア教育の源泉となっていった。子どもたちは，総織

の中で，集団的に思考し，集団的に活動し，集団の意志;

に服従する習慣を身につけ，自由な市民として大衆にた

いする愛，正直さ， E得数さ，勤労愛などのすぐれた資笈

を身につけるようになった。

これにともなって，党および教育人民委員部(文部省〕

は， ピオネ…ノレのいっそのう拡大にカを主主ぎ，また教師

はピオネーノレ組織の重要なメンパーとしてその強化に努

めるようになった。

25~6 年には，子どもと青年との議[1脊強化，学校とピ

オネーノレ組織との結合によって，両者の教育目標，課題

の調整， ピオネーノレ指導者と教師との指導性の問怒が適

次解決されてし、った。

ネップ郊の文化・教育の主要な課題は，労働者と農民

との結合にあるが，ピオネーノレ組織は，労働者と農民の

立派な予備軍であり，それらを緊特jに結合し，労幾何関

強化のかけ橋の一役なtE1うとともに，新しい人間として

の社会主義精神を身につけ，社会主義雄設に参加してい

くのである。

19261f.のはじめ， ソピコニト共和i元|は

という新しい段階を迎え，すでに第13凶党大会が，ピオ

ネーノレ組織を社会友達語建設における「新しい有認な努

力」として評{面しているように，この頃から，子どもの

新しい人間変第‘化が大設におこなわれるようになってい

くのである。

く第3章の要旨〉 育Il0

まず， ピオネーノレ綴織の数字?対象， HW或を切j綴にする

ことによって，学校のそれをも明らかにしたことであ

る。 0'1-:佼は国家的教脊機関であり，子どもを一定の出]，

義務的!こ救自!日の指導のもとで教育するのにたし、して， ピ

オネーノレ綴織は子どもの自主的総織であり，絵本的?こは

学校が志向する人間像の追求と1['.]じもので， 子ども自身

のイニシアチブによって社会約千専用労働，社会活動など

の生活の実践的課題を釘主的，おIjJ会均，集問的に解決す

ることによって成員各自の人格の全出発達の場を自らの

手で獲得し，それを返してRらの人格を発達さぜていく

教育形態である。

教育のま去木構造について， グノレブDスカヤとマカレンコ

(A. C. MaKapeHKo)は「数字子の二つの道」すなわち;jjll

育 (BOCI1HTaHHe)と陶冶 (o6pa30BaHHe)に分け， i?JII育

の本来の場はピオネーノレ組織にあるとしている。ここで

，iJlll守ふと陶冶の概念をのべなければならない。前夜は， 1.ム‘

い教予子作用全体の意味と狭い主主hf!iえでの司11予言につかわれ，

とりわけ人間形成にかかわる世界観，道徳的特質，性格

形成，芸術性，身体力の発喜美を意味し，後者は，知識，

技術，能力，熟練の形成を意味し，広義?こは制度，行政

官ども含むものである。吉有者i土ピホネーノレ組織の主要な対

象領域であり，後者は学校のそれである。

ピオネーノレ組織は学校の教育課穏と別口なものをもっ

ていて独自の教育f作用をもち，子どもの全部発達の教育

は両者の有機的結合によってはじめて達成されてし、く O

1922年に設立した子どもの単一的校外教育組織は，毛お校t会
的千為j

ことの三有お効1性宝宏災践的にi証{i折1干F切明]し，何者の独自J't:J領域とそ

の相玄関連性を歴史的に検証したといえる。

ビオネーノレの大設現象化は， ソビエト教育におけるr1I[1

?守形態の科学化を保障し，学校外教育の領域を機乏し，

教育子、|学の発践に寄与するものであった。ピオネーノレ組

織ト主役会主主語教7可の主援な側阪であって， レーニンおよ

びクノレプスカヤに代表される社会主義刻字f論の創始

ちの思想を災現する)j[f'Hこ毒事びし、た。検:バすれば，新し

い人間，新しい学校の建設者としてのピオネーノレは，

「工業の社会化Jの段階に入って，子どもと学校に及ぼ

す教育作用をもつようになったのである。

結語と今後の課題

上であきらかにしてきたように， ピオネーノレ組織は， 修 L命文で扱ったfiil分はピオネーノレ研究の序説であ

教育科学の構造化とその対象領域の皇室窓イヒに役1Lつ教育 り，今後の研究繰越はさきにのべた三三つの分析視角にも

形態である。 清い社会の閥抗i者であり，教師の立派な助 とづき1926年以降のピオネーノレ発展史をみることにあ

チとしてのピオネーノレは，新しい学校建設へ絞棟以Jに参 る。当初の研究~'h!lJjによれば，ネップ初期の国際児童運

加し，子どもの;V[I脊に大きな影響を与えた。 動におけるピオネーノレ運動の佼置と役割，兇資運動にか
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んする間内の教育論争，児童学や学校死滅論の影響がピ

オネーノレ組織の発展にどんな作用を与えているかについ

て考察するそ予定であったが，今後の課題として残した。

これらを論究してし、く過程で，アクチーフの役割，指

導者と教師の役割，集団の教育作用と成員の発迷，選長礎

薬問と全集団との有機性と人間形成における教脊的集鴎

の在り方についてみていきたい。

社会主義建設の実現過税において， ピオネーノレが人間

形成の上にどんな教予守的作用を及ぼしたか。それがわれ

われの社会の人間形成の上にどんな原理を提供してくれ

るかを実託的に追求したい。

主な資料および文献

1) H.A.KOHOUJJeB. OqepKH ne，l(邑rorHK釘JJ:邑TCKOM-

，l(BH)KeHHH， MOJJO，l(aH fBap，l(HH. MocKBa， 1930. 

2)φ.φ. KOpOJJeB， 11. A.φHλb可e百.4TO JJ:OJJ淑e臼.
3HaTb BO)KOTbl員 nHOHep.I13，l(. HKn. 
PCφCP. 1930. 

3) H. K. KpyucKaH. ne，l(arorH可eCKHeCOqeHHH，ToM 
UHTbIH. AnH. PCφCP. 1959. 

4)φ.φ. KOpOJJeB. 。可epKHUO I1CTOpH晶COBeTC-
KO員 lllKOJJblH ne且arOrHKH(1921恥 1931)，日3，l(.

AnH. PCφCP. 1961. 
5) B. XaH可HH. 日OJJHTUpOCBell¥eHHe B nHOHeト

OTpH，l(e. BH6JJHOTeKa nHoHep Pa60THHKa Mo-

JJO，l(aH fBap，l(HH. MocKBa. (1931) 

6) BO)KaTbl員， OfH3. MOJJO且aHfBap，l(HH. 

7) へノレンレ，五十嵐綴J1~・民主少年間について一一ソ

ピエト教育科学 NQ19一一…明治j裂選。
8)渓内議・ソピニ乙ト政治史 権力と差是氏一-!#l坤Lr芸
開。

ヲ)竹lH][fl'{・プ口レタリアートの独裁と過渡期の教育

スラブ例ヲピ(7)。
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革命前におけるエヌ・カ・クループスカヤ

の国民教育論

沼

自

rF 
2f~ 1 -;手: 十月革命までのグノレープスカヤの足跡

1長官 幼・少女詩古代 2節 レーニンとの出会い 3節

第一次亡命生活と第一次ロシア革命 4長野 第二次亡

命生活とi諸民教育研究 5節 ト月1j'，:命前後の教育‘活動

~~ 2 f~: ツアーリの教育政策批判と労働教育論

1tiii 本命前ロシアの教育批判 2節 自fねな労働教

[ 課題と方法

近年，民主教育の般道去をめざす教育運動や教管研究に

おいて， r人間の余街発達J.r教育と生産的労働の結合
「学校と生活の結びつき手はきわめて日常的課題となっ

ており，しだいに研究も深められている。現代の世界史

の動向とも関連して，教育研究の諸領域で社会主義諸国

の教育現実の紹介・研究がひきつづき進展し，務及され

てきて臼本の教育現実とも比較考察されることによっ

て，これらの課題の追求カ旬、っそう真剣さを加えたとも

いえるであろうっこれは又全体としてわが国の民主教育

をいかに総立するかとL、う際史的課題が緊要のものであ

り，その実践的課題の具体的な側面が上に述べた問題と

深い関連をもっということの反映でもある。

集団主義教育は理論と実践の!句麗にわたって，今日の

民主教育の実質的内容をおっている。しかしながら，全

街発達の援要な構成部分である総合技術教脊は民主教育

の課題としても，又理論的問題としても，いまだ充分な

位重量づけがなされていない。この点を，小JII太郎教授は，

「教育運動における労働の教育の欠落は，教育の全体構

造の民主的・科学的な構想、と樹立に向つての歩みにおけ

る重大な空白であるといわねばならなしづ (W教育学研

究~， 1964年第4号)と指摘された。

本論は，本命直iIロシアを時期的研究対象として，国民

国
ア
〉
や
相
H 子

次

有のJlTI;合 3f{ri 教育と生産的労働の結合の諸lJH

1:{) 3本学校自治・民主教育;治

1 afi 帝馬主義時代と民主主義教育 2長il 学絞自治

について

第4!京 ;革命Mと教育

l 節二月本命とボリシエピキの任務 2宣il 教師の

役;今日と青年の組織 3節 党繍官民改口の治;義

教育に関するエヌ・カ・クループスカヤのマノレタス主義

的教育思想、の璃芽とその理論の特徴と，さらにこれらが

革命前ロシアの歴史的現実においてもっていた意義を追

求し，冒頭にのべた議題解決への一つの手がかりを得ょ

うとするものである。

一般に， クループスカヤは， ソピニ乙ト学校建設と社会

主義教育理論に貢献し，その政策化の崩で決定的な役者1]

を果したマノレタス主義教育学者としてま日られている。彼

氏すことっては， ソピニ乙ト時代に先立つ帝国主義の時代は

教育問題についての理論を研究し議較する機会であった

が，際史的時点で，彼女が}[I1.援し提起した教育児論や思

想、の後心は何であったか，ということはまだ深く解明さ

れていない。

一方，小論の研究過釈における問題として次の二点を

指摘しておきたい 0(1)ソピ且トにおいて，クループスカヤ

研究(119575.ドに始められた全集の刊行を期として各領域

にわたりさかんとなった。しかし，革命前の彼女の業

綴， とくに教育学的論文としては，イエ・イ・ノレードネ

ワの fすぐれたソピ旦トの教育学者クノレープスカヤ」

cmbl，ll.aぬllI.目前ClICOBeTCKH員 ne，ll.aror H. K. Kpync-
Kall~ ， WCoBeTcKall ne，ll.arOrHKa~ ， 1956， M 4)の他み

るべきものがなし、。 (2)また時代的考察に限定したことは

とりもなおさず， タノレープスカヤの教1奇想論の未成熟，

米完結の段階を意味するから，その評価は部分的になら

ざるを得ないということになった。しかも叉革命前ロシ
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γ の教育成'j~について A次資料の不足が避けられなかっ

たということである。

E 本論の要量

¥"-i 十月革命までの足跡

ニにヌ・カ・クノレープスカヤt土1869今て 2月， ナロードニ

キの革命家を父とし，ベテノレフツレグに生まれた。 十月 J予:

命まで生:流の約501.千二聞を111:界史的意義をもっ変1fi:の時代

に/1=，きたが， 教7腎守守?♂コニ者滋払， 教符F照1ドlr詰諭諭論翁詰命1家とLし/ての性}絡賂が}形拶成さ

jれ"[るiにこ口L、た2る3主な契機とf彼皮女女ゐへの忠

幼ノ少か針l時均苛叱一" ナロ一ドエキ宣迷草動におうところが大きく， 村の

(22氏の〕教印Hになることを生波の喜多としたのであった。

その筏，教育への関心はレブ・トノレストイにより変に深

められた。第二に， 18ヲ0年代のロシアにおけるマノレタス

主義の普及と労働運動の発展にともない，彼女自身の思

想変革も並行し， 1891年 (22才)から96年までスモレ γ

スコエ日曜夜学校の教獅をし，労働者と援し，マノレクス

主主義理論の学習とその!世界観を劉めた。第三には， 1905 

1917年2月まて、約12年間の亡命生活における

諸外関の数字什i'rrfの観察， 市典的遺産:の研究， 口シアの
教育品上、問によるIJiI民教育の諸問題の検討のことをあげね

ばならないハ 19081[ーから，スイスヤブランスのブ、ノレジ立

プ'判交の I)~'~ とブノレジョア教ずfJf[!" 治の批判をはじめ，

)j，ロシアの教育改や:の主IJきにもil立をはらっていた。

ρシアの教育運動のimJft，にはなかったが，ヨーロッパの

教育事情の紹介・批判・総括な，主にロシアの合法雑fit

if~l lÍl教宵3 誌に発表した。たとえば， u'ドイツ人教師のペ

ノレリン大会における労働学校の問題Jl(1ヲ12)， 日ヒプメ

リカと商ヨーロッパの悶民教育の組織についてJl(1913) 

などである。叉，彼女の代表的著作として知られている

u'国民教育と民主主義JI(1ヲ15)は1908年来の研究が集約

され，更に古典的教育遺産を教育と生漆的労働の給合の

視点で分析することにより，戸シアの教育戦線整備の理

論的指針となった。第四に，二月革命後のヴィボノレグ区

での文化・主客蒙活動とそれまでの研究の綱鎖的諸婆求へ

の結実がある。『地方自治体の学校総領ふ F党脅司鋲改訂

に関する資料』にはマノレタス主義の立場から民主主義的

諸課題のロシアの現実への創造的な定式化がみられる。

叉，この時期は教闘と青年の間での活動も顕著であっ

た。ロシアの労働754年間販(共産青年間援の前身)の規

約の起草は彼女のずーによるものである。

(ニ〕 労働教育論

クループスカヤは最初の論文(if'綴人労働表JI(1899)) 

において，未来の学校を， I…生産労働になれ，…生徒

のあらゆる)J，給祈i的なものも，内{みiねなものなも発注

させる…;とfji仏、ていたが，その後第-次口シア不命

(1905)のi汝;忌による亡命生活の中で議きはじめた言者A論文

において，おくれたロシアの児笈の悲惨な状態のさ語録と

学校教育の改革を提起し，未来の学校計i白iにrfiJつての実

践的， .Bíüi6li的機備をはじめた。行rlr行と設やjで，児 fît~ 工品一

r'i'liな労働を強いられ，就学できない者が多く，児童の欲

求(遊び場がなしけは然1'>1.され，精神的に1'1陶がなく，

学校はtt.!rTiとかけ紛れている，というのが一般的状況で

あったっクループスカヤはこうした事情をき語録し， ヅj

小プノレジョアジーの内 IÍI教Fn~!~命にも批判を加えたのそ

れらの批判コ，彼女'にあっては佐治と労(動を視点として

終1mされている，と考えられる。 1'1Eおな労働学校.Bf.!念に
は，子どもの社会的本能(OOll.¥eCTBeHHbI抗日HCTHHKT)

と児疲労働が大きな位置を~めている I子どもの社会

的本能とは他の人に有用でありたいという欲求Jであ

り，それが， 子どもの;主要な要求で、あると見て，当時の

:コシアの学校が社会的本能の発迷についてまったく考慮

していないことを指摘した。だが，それを発迷させるに

は労働が必要である。 1'，学校は労働の可能性，創造性，

他の人々とのこびある共同体を子どもに与えねばなら

ない jのである。そのために， I生活と深い糸で紡ばれ

ているイ|二戸i'，労働の"f': 1を j が強調されねばならない~児五't~

労働については，それが児4zの労働かな搾取す“る11的で
{>l!われてし、る現%には反対で、あるが，児夜労働そのもの

の教的的志議を， 111的にあった使い)jをすれば， Jiい

111:代のおな神的発浅の強かな挺子になり仰るJと認めてい

たのであったら

--)j， 20ltt紀はじめ，資本主義生産の急速な発展，只IJ

ち大工業の発達を経済的基盤として，労働教育の導入に

ついての実践的論議が起ってきた。 1912年のドイツ教員

大会の論議がそうであち，ロシアでも1913年から14年の

国民教育大会などがそれである。クノレープスカヤはそれ

らの現実の遂行に注自し，生産労働と知的発達の結合思

想、の発生・発展の燦史を，経済的諸条件と社会的諸階級

への依存関係において把援することにより，労働教育の

科学的必然性を切らかにした。それによれば， I大工業

の本笈そのものが，労働にたいして一般的な能力をも

ち，総合技術的な教育をもち，作業のどんな過程でも理

解している全面的に発達した労働者を姿求しているJと

分析し，とくに全労働者階級の技術教育の一般的水準の

向上は労働者階級の一般的知性も向上させることに意義

を見出していた。だから，職業教育とはi哀別され，普通

教育の性格を備えた労働学校の教綬内容は総合技術的で

往ければならないとしたのであるc その場合の総合技術

教育とは I何らかの織業ではなく，生産の全系列を学
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び，もっとも;f;:裂な部I"j，もっとも』句史的なものがiさは

れている」ものであり，そのいみでアメリカにおけるそ

の稿茶を高くが一倒した。更に総合技術教育とは労働のと

に築かれた社会的諸関係な瀞iilfJするための正しい尺iL

現存する社会秩序についての真の賄解を得さ4きるもの，

と胤定していた、

グループスカヤは，資本主義社会にあって労働教育交

正しいレーノレに采せるために実践とJ%ii請の降雨iで検討を

加えていたことがわかるのであるが，更に，資本主義社

会においてそれがもっ右左腕札食事長を，労働者階級の要求

として，労働者階級の子中のもとでは現祉会を変革する

式保になるという点において，特に:@~委員とみとめていた

のであるらそのためには，総合技術的内!伐をもった，だ

れでも子にしうる‘般的技術教育般的知性の向上が

なければならない。そして，児童の)rO.!ti労f到iの成1.1:とす

べての人間の労働義務を提起したτ

(三) 民主教育論

労働教育にi立iずるこれらの議課題i主将通教育における

民主的諮撃さ求ともかかわりをもち，体系的ではないが，

この点についてのグノレーブスカヤの主張はおよそ次のよ

うにr契約することができるシ第 'iこ，教育内容に関して

は先の労働数千?についての兇解が反映される単一・普通・

労働学校では， Iナべての子どもに労働と体力・知力・

生活の烈鮮をずfて，長11ft哉の光を与えるコ教綬は生産11':1'労

働と緊慌に総合されねばならなしづと述べられているこ

とである o [手 A学校と教綬と生産的労働の結合の要求i土

~JU1:tこあってはロシアの学校の階級ドIZJ'i生絡を一掃するた

めに， まfたよそれfな工くしてlは主

さオれ1ていfたこ3

第二に教育F機会の拡大についてであるが，すでに1903

年 p シア社会民主労働党はその綱領において， 下16.r
未満の男女すべての子どもたちのための無償義務制の普

通教育と職業教育つ国家の負担で貧しい家庭の子どもた

おに食料・衣線・学用品を支給することJと決定してい

たが，彼女はそれを支持し，実現させる立場に立ちつつ

も，無償制に涼し，次のような階級性の指摘を忘れなか

った I無産階級の青年にとっては働かずに生活するこ

とは不可能である条件では，…・・・教育の全階級の無料

が，有産者にとっては国家の費用で，長Pち，原氏の金で

高等教育を受ける権利になりうる。」だから， I青年の公

共の，労働の教育，之内、世代にたいする健康な食物とjijt

7全な生活条件の保障」が必要であると強調したのであ

る。

殺後に，クノレープスカヤが， 1翼民教育研究の悦点とし

ていたと考えられる学校一'お菜(llJKOJIbHOe ，lI，ελ0) をど

のように組織するか，にかかわる d学校内治と教育の住民

統;tlJについてふれなければならない(学校自治のI1JJU廷で

は， 1'1 tflを学校規律のitrIでのみ;伴慨し，創造的活動への

志向を+rllH'する保'守的教育会者の白治論に反対し，他方，

!;j 点数手f機護者の自治否定論 Lあらゆる強制反対)にも

批判を加え，次のように述べていると [学校内治の制点

にある原氏Ijは学校の組織に生徒をひきつけ，この方向で

かれらの自主性をれざまさすことJである 父とくに社

会的活動・協同作:菜を噴後し，労働学校の中で自治が本

当に発践すると指摘したっ教育の住民統制については，

二つの磁iで，即ち，現実の教育の築権化に対して，住民

自身の民主主義W符理を主張すること，他方，住民統

制それfl身がもっ丹を史的主主義と役割を丹支持tしたのであ

るv 先の|守巾労働J学校実現のさいも， I千iニ民の広い間…

サ立の共感と JIT~fr民?の雰間気 j が必~であると述べ，後に

は， :'1:校改革の原動))としての住民，その住民の教育へ

の参加の4な義が強調される。労働学校は，労働者の組織

を通じて労働者が教育ーに参両しなくては'災現できない，

と指摘したのであった今この住民統制の視点と見解は，

グノレーブスカヤの民主教育，;命の核ともいうべきものであ

るc

車 結びと今後の課題

小論では，不命fiiTにおけるクノレーブスカヤの教育}弘治

をど一貫している悦点を労働教育と民主教育として考察し

たが，この点l土今後更に検討されねばならないc クルー

プスカヤによる過去の教育遺産の評価，教授学!二のr:rJ題

字は，さらに細部にわたって深められ，分析を加える必

要がある。しかしながら，小論全体として， (1)クノレーヅ

スカヤの隠民教育研究の特徴， (2)沼氏教育研究の視点，

(3)国民救宵諭の内容とその意義，を概括できたと考え

る。日IJち，その第ーは，彼女が pシアの現実に依拠し，

婦人と子どもの状態から出発して，ツアーザの教育政策

批判と，反動理論とのイデオ Pギー斗争を通じ社会主義

教予寄理論を築きあげ，教予言‘遺産の批判的摂取が行われた

過艇である。第二は，教育と生活との結びつき，又l主教

育?と労働との結合にI*lする彼女の視点、であり，それによ

って現実を批判すると同時一に教育理論の基礎として社会

主主義教育「政論を備築した過程である。更に教育改革の主

体としての住氏CiEJ穫にはプロレタザアート)の役割の

主主d滅的な追及のお!たである。第三に全体として彼女の凶

民教育識の内容がきわめてユニークであって，われわれ

の今日的課題をjii止とする場合にそれが多くのが唆宅どあた

えることが明らかにされたと考える。

今後に銭された作業は大まかに次の三点である。第一
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に本研究を補う意味で， ロシア教脊!えにおける民主数字f

の発展と，資本主義の発迷と労働i教青怨、想ならびに理命

の関連の追求なさらに深めること。又革命前，クノレープ

スカヤの教育の分野における尖肢とその社会的影饗も若

「考察すること。第二に研究の自主史的継続としては， ソ

ビエト政権初期における教脊と生産的労働の結合，民主

主義的教育際日IJの現oミ化のj路線分析を考えているが，そ
こではクループスカヤの教育Jrniff請が政策として:Jミ，flEされ

たH争点における諸問題宏究明したい。第三に，クループ

スカヤの全生首長の本綴を刻号JJに追うことによって教育問

題と婦人間産自とし、う問題怠織を設定して新らたな分析を

加えてみたいと烈う。

主要文獄

日.KpyrrcKa51 Oe)larOfllQeCKHe co可HHeml5l，TOM 1，H3瓦・

AOH， M， 1957 

一206

CaMoy6日前CTBa Cpe)lH YQaIl.¥HXC5I H cBo6o)lHaH 

Tpy)lO百aHlllKOJla. 

Borrpoc 0 Tpy)lOBOU lllKOJle Ha 5epJlHHCKOM KOH伺

rpecce HeMeUKHX y可HTeλe白.

I1TOfll Cbe3)la rro Hapo且HOMyo6pa3oBaHHね.

HapO)lHOe o6pa3oBaHHe H )leMOKpaTH5I. 

WKOJlbHaH Myお沼民HrraJlb日aHrrporpaMMa. 

H. A. KOHCTaHTHHoB 他 Irl1CTOpH5Irre)l品ror守!KHc]H3)l. 

y可rre)lrH3，M， 1956 
11'0司君pKH rro HCTOpHH HaQaJlbHOrO o6pa3oBaml5l 

B POCCHH，J; H3)l・ y可rre)lrH3，M， 1953 
JJ:PH)l30. B frHa)le)!{)la KOHcTaHTHHoBHa KpyrrcKa5l~ 

M， 1958 
巳.11. PY)lHeBa il'Bbl)laIOIl.¥H長C5I COBeTC在日誌 rre)laror 

H. K. KpyrrcKaH，J¥ U'CoBeTCKa51 rre)larOrHKa，] 

1956 No. 4 
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日本語(言語)教育における教材組織化の

基本的視点について

里子 々 JI! 

本文

まえがき

第副主主 言語活動主義ω一一機能主義文法論の批判

H 日本語教官の目的

思

同指導要領，教科戸惑の内容及びそのとり扱い

伸機能主義文法論の誤り

第二三官工 日本語教育における教材総織化の視点

第一節 目本務の構造からのアプローチ

け 日本語の主主索と，それらの結びつき

同 日本語教予干の系統性

同 「にっぽんご(!)Jにおける教材構造

第三節子どもの三語意識について

け言語意識とは

〈ー〉 問題の設定

声軍

次

同具体例とその分析

同具体例j分析のまとめ

-~i清志識における二つの傾向一

第三郎 教材と子どもの万言語意識の関係

く残された課題>

資料編

。小学校学得指導要領一悶諮ー(f的

。ひらがな，かたかな提U:l1際1ft;表

(教育出版KK，新版標準こくご)

。津別小学校二年生を対象とした調査結果

。漢字の読み，議きにおける誤答例の分類

(倒立国誌研究所報告 No咽 26収録のもの分類)

始めたがjから，彼らは円分の能力てど自分自身の力で，正

しく発展さ伎でいく O 日本f1-tf(言i語)教育は，子供述が

自分の言語活動に;窓識的に取り組む態度を養い，そのた

この小論の門的は，日本語の文字，音声，言苦言た，文法 めの具体的な手段を与えるという役割をもっている O

について教える持，どのような教材が，どのような順序 ところで，現在の学校教育(文部省指導要領及びそれ

や相互の弱係のもとに組み、立てられなければならないか に従って編集された教科書によって行なわれているもの

を考えるうえでの議本的な視点を明らかにすることであ を指す)における日本語教育は，ーぎでいえば「ヨ土ども

る。子どもたちは， s常の会話を通して，或る稼皮の汚 の没諮活動に役立ちそうな知識を，役立もそうな場部で，

議活動の能力を身につけている。しかしこのような彼ら 具体的な汚諸活動を通して教える」という，機能主義の

の能力は，自然に，然自覚的に獲得されたものであり， 立場に立って行われている。これは二重の意味で間違っ

従って彼らがその能力を発搬する際にも，その活動は然 てし、る。第一に言語は，訴訟活動に内在す切る法則的な

自覚的なものになる。彼らは，文法や単言語の性質などに すc;たであるから， 1附々の言諮活動の巾で教えただけでは
ついて，ほとんど意識することなしに，日常のコミュユ 不充分であり，多くの言言語活動を一般化することによっ

ケージョ γ活動を行なっているのである。このような段 て教えなければ，言語を正しく教えたことにはならな

階では，彼らは自分の能力を自分の力で発達させること い。第二に，言語は一定の構造をもち，さまざまな要霊長

ができなL、。それまで獲得した能力の範阻内に奴まった が7i.いに関係しあって成り立っているのであるから，そ

活動を続けるのである。しかし彼らが，今迄気にもとめ れらを切り離して教えることはできないのであるO

なかった自分のi玄察使いに注意し，反~を加え始めた 例えば，平仮名を教える場合，日木認の仮名文字は，

時，つまり自分の~諸活動な意識的な活動として)災関し 千千節文字ーであり，原則として一字が-f~fiíí~ヒ交わし，そ
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の上に現代かなづ、かし、(表記〉の法員せがあるのであるか

ら先ず，当主諮ヵ:音1mの集合によって形成されているこ

とを教えなければならない。その後いくつかの単語の仁れ

から，同じ 1^~: の ff !íílさととり問し，その1売を文学と結びつ

けることが行なわれて始めて子どもは仮名文字を自分の

ものにすることができる。ところが数料送では(教育111

絞新版襟準こくご lのf:の場合〉段初に「うれしい」とい

うJ三百(三学で 4汗節)を含む単語を提出するなど，百二

f1告を窓識しながら仮名文字を獲得していけるための配厳

が全くなされていない。J¥→仮名の場合は， n青1?を表わt
文字よりも尚子守を表わす文字が先に11:て来るなど，もっ

とひどい現象が見られる。

仮名文字の場合に限らず，行本訴の性質や構迭を無視

している例は，教科書のいたるところに見られる。これ

では，子どもたちは日本誌を正しく理解するどころか，

教科書で嫌われてし、ることがらさえも県解することがで

きないυ 子供迷がη本踏を正しく理解できるためには，

まず教;付が日本語の構造や性質(機能)を正しく反狭し

ていなければならない。このことは仮名文字指滋の場

合， 1にっぽんごい)J(明星学[諮問言語部編集)の中できわ

めて明確に提起されている。

一方自木諮教育は，日本語についての正しい知識を子

ども述に与えると同時に，それらを総合して，日本語-

2言語とは何かということについて正しく理解させなけれ

ばならない。子一ども迷が，諸とl工作Jかということにつ

いて持っている忠、:旬、を， 'f;ムは言語意識と名づけたφ 言言語

;夜識とL寸開題を設定したのは，日本認についての援業

や，テストの中に見られる子どものiJ*答が，さまざまな

形なとりながらも或る一定の傾向を持っていることに気

づき，その傾向が物や事物関の関係Jと「言言語Jと

の関係の理解の仕方の違いによるのではなし、かと考えた

からである。

(ニ〉 子どもの言語意識について

子どものぎ言善意識についての研究は，これまでにどア

ジェが児首ミの住tJ手続のrl'で行なった「名の実在性jに関す
るものがある。しかしピアジェの取ったガ訟では，言語

意識の発達を教育との関係で抱えることができないし，

彼の結論なそのまま認めれば，教育は子どもの発遠の後

について行くことしかできなくなる。また彼が用いた八

項口の設問では，全体的な言語意識の傾向は知り得て

も，それがどんな内部構造を持っているのか，明らかに

することができないG そこで，子どもの言語意識を調べ

るに当って，次の擦な方i去をとった。

第すこ，言語意識の発達を教育〔特に授業〉との関係

で;理解するために，授業の苅と後で彼らの言語意識がど

う変化したかを，誤禁事分析を中心にして明らかにする。

第二に，設問のi僚に，授業で扱われる教材の理解に11:1

速する{患の知識についても項目を設けること。このよう

な方法で網走郡津'í]lJl!lrì者百IJ小'判交ご~fEtを対象として潟

夜を行った結果，次のような事実が切らかになったり

1) 波答のさまざまな形が大きく二つの傾向に分れ

る。一つは，ヨ諮を意味的側同iから Jfj!解する傾IriJ~窓i米

主義的傾向。 一つは r'::l言語の意味的側耐を無視し，形式的，

機械的にJlj!解する傾向 形式主義的な傾向，である。

2) この二つの傾向は，同一の子どもの同占の教材に

おいては，必ず，怠味主義的傾向が先に現われ，後に，形

式主義的傾向が交われる。どちらか

も少くないカが~，二つの傾向が何時に現われたり，形式主

義的傾向が滋味主義的傾向に先行することはない。

3) 学級全体としても，学潟の;初期には意味主義的傾

向が多く現われ，その後午士宮寺が進むと知識を機械的に適

用する形式主義的傾向が多くなる。

4) 1学誌の概念ができている者(分かちiさきのできる

お)は，般の教材に対しても正しい既!解を示す場合が多

い(!持に， :l三宮苦，述語，後合言告の理解に対して〉このほ

かi連立国務教育研究所報告 No.26に集録されている漢

字の読み，書きにおける誤答似lを分析した結栄も，学年

がたるにつれて漢学の:友;意文字と Lての性質に引きつけ

られた誤りから表音文字としての性質にヲiぎつけられ

た誤りへと間違いの傾向が移っていくことが認められ

たG

J玄味主義，形式主義のこてつの{傾向は， 1'1認が現実の'j;

物や本物の関係会表わしていると同時に， ~.認はそれ独

自の構造や形をもっているという，言訟のもつ二つの{郎

両の理解の仕方の渋りに対応しているので、はなし、かと恩

われる。そしてこれらの二つの誤った言諾意識の傾向

が，日本語の正しい浬解な妨げているのである。

(三〉 意味主義，形式主義の克眠

言語意識のこれらの二つの傾向の克服は，どうすれば

果せるのであろうか。理論的には次のような事が考えら

れる。つまり文や単言語の形や構造は一定の意味(文法的

言語録的〉を持っていること，文や単語はその形や構造に

よってき打物や事物関の関係を表わしていることについて

教えることである。しかしこのことを具体化するのは非

常に悶難であり，現在のところ，次の二点について言い

得るだけである。
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①単諮の概念を鈴;立させること。単語は言語録諭，文法 ①日本言語の性質や構造(緒要素開の関係〉を正しく災

11命に共通の単位であり，分解することによって管長fi.文 映した教Jオであること。

'}へ，組み合わせることによって文へと発展する. s言語 ①子どもの高言語;部訟を正しく発迷させることができる

の絞少の単位である。また意味のない育館の組み合わせ 教材であること，の二つのことが妥オえされるであろう。

は単語ではない，ということを理解させただけで、も，形 私はこの小論の中心主f，子どもの言語意識の問題にお

式主義的誤りはずっと少くなると思われる。 いたのだが，これまで栄公なかった謀総として次のよう

@教材の配列にあたっては，絞初は慈、Iljj己主主義的思考に なものがある。

も耐え得る文や単穏を与え，それを一般化しながら次第 (1) 浸言語意識を調べる!絞の方法をつかみ取るのが遂か

に枠を広げて行~.意味主義を克服して行Aくようにす ったため，充分なデータを得ることができず，きわめて

る。 部分的な研究にとどまってしまった。

(例えば，名詞について教えるので、あれば物の名前→ (2) 同じ理由から，言語意識の発達と教育の関係につ

事件を炎わず名前→動作・運動を表わす名詞と進むな いても，充分に追求で、きなかった。

ど (3) 意味主義，形式主義の二つの傾向も発達心理学

的に検討する必裂がある。

(関〉 まとめと残された課題 (4) (l)~(3)についての研究を手がかりにして意味主

義，形式主義の二つの鎖的jを克服する方法を共体的に日Tj

1:=1本総数交のための教材について考える場合，以上の らかにすること。

ように
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教授・学習過程における感想文

に関する一考察

一一文学教材指導過程の検討として一一

長

本論文は，文学作品宏教材とした援業主ピ進めていくと

きの指導過程を確立するために，感想文を足がかりとし

て検討を試みたものである。r:t心課題は，読解過税と直

結ーした課題感想文を提起することと，その感想文を分析

するための方法た求めることにある。

学校教育においては，感想文といわれるものがさまざ

まな意味をもっているが，それらな分類すると次のよう

になろう o

(1)論文としての感想文一ある活動の反省的思考として

の感想文で，子どもの書くこと自体，警かせる過程を検討

対象にする。 (2)読番感想文一子どものみのし 2回読み

後の感想、で，書く作業の形式を問題とせず，警かれた内

容を対委員とする。 (3)読書草過程における感想文一教材の綿

密な分析的読解過程を経てきてその指導過程の評価をす

るとし、う備篠なもっている。それは，悶時に，指導過程の

中に一つの指導段階として位置づけられることが多い。

読解過程はその中に‘定の段階を含んで、いて，ある段

階では子どものある力のみがとくにきわだって必姿とさ

れるし，次の段階では形象と形象とを結びつけるカが必

要とされる。従って，読解過程のこういうし、くつかの段

階に見合った，そしてそこで必要とされる力に関しての

段階毎の評側をすることと，それ念切篠にする感想文の

形式，その分析方法が3主体的に問題とされてくる。

感想文分析方法の検討

読解過程における従来使用されてきている感想文言ど，

次の様に分類することができょう。

1グループ分析枠I

有日

2グループ分析枠H

{舵

3グループ分ifr枠国

教材の各部分の本質的風穏とはほとんど共通性がなく箸Lくず
れている。従って綜合的機能を楽していなL、。

衣麹が教材内容を適切に反映していながらまだ出来事の本震を
伝えずにその具体的経過を伝えている。

分析枠IV

教材をそれぞれ独友の主意味をもった部分に分害防る。

n 各部分の見恭。本約，~怨(本焚的内容)及びそれらの問の関迷や関係の発

教れ材i査やのて基本る的思想解務すの号車。抽一出，坊的その方れ個向が々個の々の部分に?fl:どのように反間映III さ いかの 教 部解分。の内，それらのの
終関係が日 般 の理

IV 教材の各苦f，分及びそれらの病1の関表題迷やの形関係iこの本lす質る的要一約般的表的現内容の一般化。一般化されたものの お 。

分析枠V

て
分
姶
部
げ
の
投

抽

出

ま
れ
ま
ら
のべ
丸
述
な
に
章
全
文
党
の
ま
か
ま
つ
の
く
そ
い
は
し
分

的
側
部

圧
る
を
あ
ト
の

0

1
材
る

キ
教
れ

テ
り
か

に
ま
省

的
っ
く

械
。
全

機
る
は

教材をiEしくEE総し一般化された要約を行なう。教材の叙述の
淑に従って。

教材の内容を一般化し変形させながら要約するQ 様々 の11国序に
おいて。

〈図書受説明)

1グループ ;課題のない感?臣、文国自治感想文における分析枠。
結果分析くたとえば議限点、等〉である。
王手似中央守、式分類一ーキL綴琴似中央小学校における分析枠
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材ーのどういう部分か(主人公の性，スジの展開のおもし

ろい館所，未納部分， 白日の経験と同一部分号事)， いわ

ば，教材の中でどうし寸位置をもつものを対象としてい

るかによって評備は異るであろう u この観点に立って次

の内容分析枠を提示することが出来ると，思う。操作分析

枠は，さきにあげた表の第迎グノレープのものを適用しよ

うと思う。

主主主主的内容 的織がJ 内容

a.心強捕手 1. 自然j品写
b. 主人公の~ð'動の必然性 J. 主人公の強-1名摘が
c. 1患の作品の主人公とのi主絞 k 主人公の言動j苗写
d.主人公と環境との相主主関係 l. {まi話人物の性総・日動機fJ:
e. 7ft場人物紹互のi認係 m. HUI':守まと自己的経験的i司一性

f スジのB護団自(出来事fEIの果
関係〉

g.主人公と出来事との限果関係
h.作品の主題・思惚

以上のような考察の結果，感想文言ど密かせる場合に，

自白感想文のほかに，一定の課題宏明?穫にした感想、交を

議かせることが，読書草過程分析1:.，有効と忠、われた。

作=課題感想文を文学作品読解過綴に結合させるこ

と，つまり，そのj過程での{立霞づけが本節の中心言葉題で

ある。

これまで笑施された七つの感想文での課題z 粋な検討

した給采を次にみよう。

(注 これらの感想文は網走都津別小学校， I司中学校

における関言語の授業研究において語草されたもので，読解

過程解明のために，いくつかの設問課題を設定して子ど

もたちにかかせている0)

読解過程での課題感想文

荻本一郎式分類一一「倒語学習の心3lI!J金子議践における
詩教材使用の分析枠。

望月久重量式分類一-r閣議指導過程J明治PZI惑に潟車道。
2グIレープ ヨ~Jltj抱擁と感動場函指摘の交叉分析枠。

思考様式の分析枠である。
線誌「現代教育科学J56号に掲載。

3夕、Jレーブ IV.露首議き作成過程。 V.婆約作成。IlL放材の諒l分滋
分i-tと淡趨設定の筒怒。
内容を捻象L，理解過程・欝待遇設としてみる。
分析枠III-r学w1心室主学」明治図悉，;1 yナYスカヤ
分析枠IV一一崎「学2童心理学J明治凶悉，i/ヤノレダーゴブ
分析枠 V一一司f学童心耳草学J明治PZI議，乙ノヤノレダーコブ

これらの分析枠を使用して，子どもの自由感想文(課

題=枠のない感想文〉を分析してみたが，次のような問

題点がでてきた。

(1)思考に競制が与えられていないということから，感

想文を全体としてみなくてはならないために，既成分析

枠によってみることは不可能となる。 (2)形式上からみる

と，感怒・意見・疑問等があるが，これらも内容上から

解明し，その上に形式を護ねるという二重の作業を行な

って評価しなければならない。

このように，自由感想文にはあらゆる形式内容がふく

まれている。しかし，自由感想文が実践の場では，非常

に多く用いられているので，これの分析方法をミ考えてお

かなければならない。私は，これを二つの視点から考え

てみた。一つは思考操作分析で、あり，あと一つは思考内

容分析である。

感想文における思考内容と操作を私は次のように考え

る。文学教材読解において，慾考の対象は文学教材であ

る。いわば，その文学教材は素材であり，それが変容し

て思考内容となる。その変容をとくカギのーっとなるの

が思考操作分析である。教材のどこに着服したか，部分

か全体か等とした。ところが，たとえばその部分も，教

主主象一般的課題
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教授・学習過程における感想文に関する一考案

課 主霊 実員 型 f'j ':iJ- Lお 号自

先l イ. f，J 雪足 場 Iぼ
後動性誘発の場腐のt討をで，文学作品定資鮮における初期的思考。
EX.心に検くl漆じた場i可はどこですか。

官E

.(:1 仁I m:きと のよみとり 感想、をtl¥-t般の{乍6711こ擬111されているな場人物，事件のJE'象のよみとり。

"軍

EX. 至上詩人物についてどんな文からどんなことがわかりますか。

児島 ノ¥筋ぬよみとり
J~室長を全部結合させて部分として又全保としての筋のよみとり。

EX.あら n二を治通まなさい。

分
ニ.IIJ 果関係

形象的奥にふくまれている関係をさぐりilH。

計{ EX. r1'すかL 、 L 、そうにしてやめ J というのはl'司令いおうとしたのt'~-か。

キ~
筋二をよみとったあと，さらに分析し総合して一定のものを作り/fI-，-。

戸ふ/."1 ;f;.分 貯結2
EX.全体をいくつかに分けてそれぞれに小胞をつけなさL、。

íj~ 

2東
主主 11! 

規制され提出されているものに既製，筋をよみとった上で感怨を11\-~-。
E喜 へ.規制 在X 堂本さんがおまわりさんに関かれているときの‘犬をどう縫うか。

抽象
十.I滋 jな1

J売市IJがないために形象，筋合よみとる上での感;思をまとめて挺il¥o

EX.なんでも怒いて下さい。

チ;¥1.{ i象
さらに作品の上に立って次のことを慾像ずる。

EX. 堂本さんはこれからどんな~J~&方をしていくと思いま j功、

本論文では，感惣、文の課題と指導過程との対応を検討

しようと試みた。五三援業をとおして，感想、文課題と合致

する部分の関数についての検討，その際の子どもへの惨

透度合をみるための発部，発言分析を行った。だが， .指

導過程との対応は明書室に抽出できなかった。

その最大原因は，感想文の課題作成根拠が明らかでな

時間 2事 内 容
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い点にある。読解過緩から議題を摘出するときの問題

と， ，課題肉体の評倣観としての一定の法員Ij牲の問題の厳

衝な検討が必要とされよう。

従って，次に読解指導滋税とその中に位!tづけるべき

感想文議題内待の基準案の提示を試みた。

般化 施行する感怨文

文言まの知きをの段竣

II 文京のF理解の段稔

III 表現よみの段燃
II 後

(D)IlI後〈授業後〉

⑧授業前!漆怨文一教材としての文学作品の概容を抱擬し

たときに実施する。目的は，その後の3回の基礎とする

ため，いわば援業を通したことによってどれ程犯擬した

かを測定するための足がかりとなり，従って最後の⑨感

想文課題と向ーにする必要がある。

⑮文章知覚段機感想文一この段階は，形委員を知覚するこ

じつまり青戸イとすることによってその作品で表現され

ていることを知覚する。それを明礁なスジなもった一つ

の世界として記憶しイメージとして結晶するというJ主体

的な忠、考古どもつ一知'lt的課題

⑥文章理解段階感想文一文章の知覚段階の成果のもと

に，体系をなしている形象の一般性(本質)をさぐり，

あるいは形象変化をとおしてその法員IJをさぐりあてる段

階である。一分析綜合的課題

⑨表現よみ段階感想文一知覚，理解段階での指導の結果

が示されて，その得たものがみがきあげられる段階であ

る。その内務として，読解指導で行ったもの全体にあた

るものとそれらの発展したものとして得られる課題の雨
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者ーが要求される一品h象一般的課題

これらの指導過程の各段階に応じた課題が，具体的に

どのような設関となって生徒に課せられるべきかは，今

後の検討にまたねばならなし、。

三残こされている問題

ヌド論の課題を推考していくためには，さらにいくつか

の研究が必要である。本論研究rl'に提起されてきた次の
研究課題な段後にあげ、ておく。

(寸思考内幸手分析ドlむと課題感想、交の課題=粋を設定した

が，この2点の仮設の検託。

同課題設立のために，教材としての文手作品の典型化。

開そして主主礎的ガ向として，由要素的なものと主題・Jl!l.

怒沼与(1":体からの内容〉との!)liJ係をみる分析作。@過程:

と給泉ーとの関係を密接にするための茶本的華客限。この2

点の追求。

(参考文献・資料)

兇注文の処方と炎現指導 吉田耳Ni穂(東洋空白)

読書卒力調査法 向井秀(明治図選〕

I'ilif苦'1'ヅjの分析と指導の組織 丸谷jえ進(明治i議選〕

ml~ll数百の 1m論 i発rn・l丸分(枚漆努)

読み方教育の立11議I 討さITI• [1，]分(同士社)

d約五絞業日f究耳1 I!fJ治隠芯

).c'下:の教J乏 ツドリャーシェフ IJJJ治fま11;
ì1\別小 liJf~芸録 3 ・ 4 ・ 5 ・ 6 網走郡fjl:jJIJ'J、1学校ドl

i1t5JIJ 'J、.中，札幌小，匁fJ;J，中央小での綬業調査

(感想文資料右:f~' る〉
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はじめに

精神病者にみられる幻覚研究

一一臨床心理学的接近のために一一

柴 暗 彦

議から生じたかは十分に検討されていないように恩われ

る。カ動的幻覚論を考察すると，生体力動学派の見解を

のぞいては，自室史的変遷が認められる。郊ち幻覚を含む

幻覚は正常な知覚とは異なった知覚の異常現象であ 精神現象は interpersonalrelationship，更に Person-

る。この現象は外i'igからの刺戟によらない中枢知覚領域 in -der Welt， Person mit der Weltの観点から説明

の興奮によって惹起される。この幻覚という知覚異常浅 されるようになり，幻覚形成因子は Ich-D立の可能性

象は中総長日党領域の興笈の緩度に対応して，知覚にもか において相互に関与しあった関係の中に見いだされよう

い生き生きとした現実性をもつものから，表象にちかし、 としてし、る。

漠然とした非現実的なものま砂である。 3. 人間学的幻覚研究 上述した2つの幻覚研究の立

この幻覚体験の内幸子は，幻覚者の個人的地位，あるい 場の統合的役割を果すと恩われるのが，この人間学的幻

は一般環境の特殊性に発していることが認められる。従 党研究の立場である。ここで、は，従来の現象学的幻覚研

って精神病者の幻覚は， I路復され変?io+したま目覚・感情・ 究においてとらえられていた感覚概念を蒋検討し，幻覚

怠志などの諸過程の複合であり，妄想の感情的確信に近 をコミュニケーシ三ンの一変異として，つまり対人関係

い特殊な知覚呉常現象であることはたしかであろう。 のITnからみなおそうとしている。

この小論の目的は，幻覚という知覚異常現象を精神病

理学的側面から把援することにより，精神病患者の「閉 E 諸幻覚論にあらわれた開題点
ざされた世界J合理解する手掛りを得ょうと試みたもの
である。方法論としては，幻覚の精神約理学的諮研究の 幻覚という知覚異常現象の中には心理学的には，その

文献に当り，幻覚E自象の理論的接近を試み， I病者の共 本質を異にする多くの現象が含まれており，統一的な解
何世界えのかかわりかたJという現象学的・存在論的・ 拐を試みることは不可能に近いように思われる。

あるL、は人間学的立場からの幻覚諸研究を理論的に把握 幻覚について考える際に問題になるのは，感覚性，外

しようとしたり 設限定位，外来性格，感官選択についてであろう。

1 感覚'1主について

I 目覚研究の動向 幻覚の原思としてまず考えられるのは，大脱皮質の感

党中継が何らかの病的過程によって刺戟されることであ

幻覚の精神病理学的議研究を展望すると 3つの大き る。 W.Heron は， Sensory deprivation時にあらわれ

な動向が考察される。 る幻覚現象について述べているが，この時の幻覚発生の

1. 現象学的幻覚研究 ここでは主として幻覚の形式 原凶としては，体性神経の活動は関与していなし神経

的叙1]日請が扱われている。これは1910年代からlヲ30年にか 生理学的には何らかの皮質性刺戟によって窓起せしめら

けての， K. ]aspersの現象学的幻覚研究， C. Schneider れると述べている。しかしこの幻覚現象は精神病の臨床

の機能分析的幻覚研究でJJi点、に達したと考えられる現象 において見られるものとは大分越きを主要にしているよう

学的立場である。 である。幻覚では意識の変化が感党性の発現と深い関係

2. カ動的幻覚研究 ここではもっぱら幻覚内容を霊 にあるのではなし、かと考えられるが，それもあまり意識

視し，その背祭に作用するカ動機舗を把握しようとして の変化の著しくない分裂病的な幻聴の感党性を説拐する

いる。従って，力動的に解明された幻覚がどのような疾 には不充分であろう。ただこの場合にも狭義の意識変化
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はないにしても，分裂病者の行動及び心理的機能は畿常

者の場合とは箸しく黙っているのであるから，幻聴は，

人格機能の低ト会した病者に，とりわけて，出現するとい

いうるつ分裂病者の幻燃は，幻lIfolの実在性に対する経伝

が本;質的な特徴となっているが，これも幻聴と人絡全体

の変化との関係において限爆し}なければならないと考え

る。

2 9ト空間定位の問題について

外空間への主主位・空間的議:鋭性は，古典的な「対象なき

知覚」式の概念では説鈎しにくい問題であり， E. Bleuler 

の投射機鋭からの)J動心十史学的説明がほとんどi紘一のも

のて、ある。

Bleulerは「内部的体験である表象せど秩序づける作用

は，表象が外空間と連合する形式，民¥lち， j幻覚対象の系

列iこ総み入れらjれることによってLたSiされ，ここから幻

覚も同様に外界に依存したものであるj と，Jt関してい

る。このことは，知覚は元米，投射された外部であり外

空間の再生としての体験であると湾与えることにより，幻

覚は知覚として体験され，るのであって， Bleulerの7o:.う

ごとし幻覚は外夜化の過程をとると考えることがl可能

になる。

3 9ト衆院格について

P. ]anelは，幻聴の外来性格右-，志向的客観化の機制

を援用して次の如く説明しているの 「人間の心理的行為

は本来どれも<10ぬいである。例えば，訴すことは同時

に相手が開くことであり，命令することは同時に従う三

とで2ちるつしかし，我々の心潔的行為は，主寺通，歓喜や

努力などの後綴的感情に支えられているため，その行為

を能動的に自分のものとして感じるが，この能動的郁分

が心理的緊張の低下によって抑制されると病者は悲東や

疲労などの消極的状熊に陥り，自分の行為を受動的に他

人の行動として答綴化して感じるようになる。こうして

我々の内的言語が包括する全ての思考・希望・不安は自

我に去最縁なものとして現われるようになるつそうして

“訴す"としづ行為は“訴される"“聞く"というふ

うに感じるようになるム給路 Janeiは，幻穂を影響妄

想、と陀じく，心的緊張の低下に伴う人間の社会的行動の

際答のあらわれとみているのである。 --)j，]. Zuttに

よれば， 幻聴は“声を聞く"のではなく“戸で話しか

けられる"のであるとしてし、る。 Zuttは更に，幻視に

ついても“見る"のではなく“見られる"“見つめられ

る"のが幻視であるとし幻覚患者は，外来の溜:志に翻

奔され，絶えず“みつめられ"“話しかけられる"よう

になると説明している。この Zuttの考えかたのもとに

は，これまでの身体的有機体としての人間像のかわりに
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1-~主きられた，世界をもった肉体」としての人間像があ

り，それにそなわる発現様式として，まなざしがあり，

戸があるわけである。 }i¥lち Zuttの幻覚論て、は，幻覚忠

殺を， f弘義のまなざしとjおに威圧され自由を苦手われた存

在として考えられているのである ο 更に，この Zuttの

ゴまえな，対人関係の変化の表現という虚iから見れば，上

述の Janetの幻覚論の現代的発想とみることも可能であ

るが， .Tanctが対人関係的幻J.t論に終始したのに対して，

Zuttにあっては，こうした)J動論の議機にある人間;俗芸E

の絞本機迭の変容がより包括的にとらえられてし、るとい

えるのである。

4 感官選択の問題について

分裂1弱者では幻聴が幻視に対して圧倒的に多いことは

臨床的にlf;gめられるお実であるが，このことを説明する

研究は少ないようである。

E. Strausは聴覚と視覚の質的差災をとりだすことに

よって，総党と分裂!rIj，視覚と鈴安状態との緩和牲を指

摘してL、る。 Strausは感覚繊念そのものから凡i立すこと

を始め，“感覚の学"という概念会考えている。彼によ

ると，それは，人|お!の感官生活な伝統的な先入!滋から解

放する lつの試みであって，タト界の犯握に， Erkennillis 

VVehrnehmenとSil1111iches Empfil1denとL、う 2つ

の系列を設定し， Erkenl1el1のi易である知覚空間を地理

的空間と名づけて， Emp長ふfin吋del1の場である!風z孔礼;氾立
らE包区主ζ:別することからi出必発しているo Strausによると，こ

の風来的空間においては本来的な交感的関係が基礎にな

っていて，このなかで感官的経験が形成される。この交

感的なものとは魅惑と威嚇，分断と結合，逃避と綴従な

ど，つまり共感的なものと反感的なものの阿おを包括す

るところの広汎な概念、である。他方， Empfindenは iつ

の}京本;的な交通様式であり，分裂病滋者でvt，このよう

な交感的関係が陣容され，その結果“私と役界の関係"

が変化する。一般的秩序は崩壊し，分裂仇患者は外部の

カにひきわたされ，いたるところで脅かされる。く二うし

た状態で:'f;t外3'fの務印象が相貌的な力会増してくる。こ

こで幻覚がおこるのその場合，幻覚は一般に侵害の交感

的契機がそれにとって本質的であるような感官領域にあ

らわれてくることが特徴的で，たとえば，アルコーノレ中

海者の従事務長t主主として視覚領減で演じられ，分裂性

体験は主として聴覚的および触覚的性格をもっοすなわ

ち，“見る"と“間く"とは， t世界交渉の異なる様式なの
であるの ~)j Zuttは“まなざし"と“戸"を対応させ

ることによって， !惑1r選択の隅言語をど解決しようとしてい

るが， Zuttでも Strausでも，ヨミとして幻聴と幻視をどと

りあげて論ずるにとどまり，そのほかの低次の感党の幻



精神病者にみられる幻覚研究

党にまでおよんでいないきらいがある。

むすび

幻覚患者への臨床心3虫学的接近を試みる場合には，

lllttや Strausらの人間学的幻覚論にみられる問翻意識

からは多くの学ぶべきことがあるように忠われる。すな

わち，幻党をコミュエケーショ γの一変異として，つま

り対人間関係のf(nからみなおすことが必要である。更に，

人間学的幻覚論から，幻覚は，病弱の，府己の人格の宿

命的崩壊に対する妨害と闘争の試みの表現であって病的

過程による無意味な表現ではないと考えるのである。従

って幻覚を理解しようとする試みは，この種の病者の斎

悩と絶望にみちた生活を犯握するためにも無意味で、なか

ったと考えてし、る。
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